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はじめに

　
　平成 29 年４月１日付で環境局環境科学研究所は保健福祉局保健環境研究所として再ス
タートを切ることになりました。この組織再編の背景の一つに研究所を取り巻く環境の変
化があります。社会的な関心は公害などの局地的な汚染問題から感染症や残留農薬などの
健康影響へと移っています。

　本研究所は昭和 40 年６月に衛生局衛生研究所として、わずか所員８名の陣容で小倉北
区井堀の市立朝日ヶ丘病院の一角でスタートしました。
　昭和 40 年といえば、五市が合併し北九州市が誕生した直後で、公害問題の解決が大き
な課題でした。そのため、所員は部門の垣根を超え、細菌やウイルス検査さらに水質・大
気中の汚染物質の検査に忙殺されました。昭和 49 年に戸畑区に新庁舎が建設され、名称
も衛生局環境衛生研究所と変更、組織・人員とも拡大し研究所は現在の組織と同様に微生
物・ウイルス、食品添加物などを担当する保健衛生部門と、大気・水質を担当する環境科
学部門、総務の三つに分けられました。新庁舎では、公害克服に向けた様々な検査や調査
研究が行われるとともに、その後大きな問題となってくる化学物質も新たなテーマとして
取り組むなど、全国に先駆けた研究も進められました。昭和 50 年代には、あれほど激し
かった公害は終焉し、環境問題は化学物質や廃棄物、地球温暖化などローカルなものから
グローバルな課題に移っていきました。

　このような時代の変遷の中、地方衛生研究所の役割として、最近、より比重が高まって
きたのはウイルス・細菌が原因となる感染症、直ちに健康被害は生じないものの市民の関
心が高まっている食品中の残留農薬や添加物などです。最近のインバウンド客の急増によ
り、海外で発生した感染症が日本国内に持ち込まれる可能性がますます大きくなっていま
す。　

　このような状況に少しでも迅速に対応できるように、本研究所は環境局より保健福祉局
に組織が移管しました。しかし、大気・水質などの環境問題の重要性は決して下がるもの
ではありません。本研究所としては、今後も環境・保健衛生の分野でしっかりと責任を果
たしていきます。皆様の一層のご理解、ご協力を賜れば幸いです。

　平成30年２月
� 北九州市保健環境研究所　
� 所長 　山 下　 俊 郎 　
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